
４／25 校長室より  
 

雨上がりのやわらかい日差しと風を感じる朝 

昇降口前の 1本の桜が満開の花を咲かせています 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪を寄せる場所にあるから いつも咲くのが遅いのだと 

決めつけていましたが 暖冬の今年もやはり同じ 

思い込みで正しくとらえていないものはないだろうか 
 

 

消灯忘れの教室は 理科の実験に 

遅れまいとした あらわれかもしれない 

 

机上に置き忘れられたバッグは 

友だちに誘われ 急いだのかもしれない 

 

 

 

 

 

 
 

 

見方を変えると とらえも変わることに 

遅咲きの桜が気づかせてくれました 


